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昨年の印刷組合のセミナーでセレンディピティという
言葉を耳にしました。偶然の幸運、3つのA‥Action（行
動） A‥Awareness（気付き）Acceptance（受容）が大
事な要素であるとのことでした。私は気付きに注目して
考えてみました。

昔ペンギンはなかなか水に飛び込まなかったらしいっ
てご存じですか？「うわっ！この中には何かいいことが
ありそうだぞ」どうしよう。行こうか行くまいか？行け
ば良いことがありそうだな！この時、脳を刺激するもの、
これがドーパミンですね。脳が活性化して「えい！」と飛
び込んだわけです。水の中に何かありそうだと感じたの
は閃きで、えいっと飛び込んだのは勇気です。どちらも
直感を活かしたものです。人材育成でいろんな講義を聴
いたり手法を学んでも閃きや勇気、言い換えれば気付く
ことで道はひらくと信じさせることを学び教えたいと思
います。

今まで通りで良いって言葉をよく聞きます。去年と同
じ、前回と同じなら安全で無難だから・・・初回はどうだっ
たんでしょうかね〜？織機の機械を作っていた会社が数
十年で世界のTOYOTAになりました。焼き物陶器やさ
んが京セラになりました。即席ラーメンを商品化したら
日本一の粉やさんになりました。

失敗を繰り返し気付きの中から成功を生み出すその原
点は閃きと気付きだと思いませんか？
「鍋のはなし」つい最近まではすき焼き、寄せ鍋、湯豆

腐が鍋の代名詞でしたが昨年のあるアンケートでは一位
はトマト鍋、二位はカレー鍋、三位は豆乳鍋だそです。
すき焼き、寄せ鍋はベスト10外だそうです。具材も豚肉、
もやし、きのこ類がトップ3、減ってる具材は牛肉、春菊、

巻頭言 「100通りの幸せ」
副理事長　鈴木　正

魚介類だそうですよ。鍋のマナーじかバシは43％の人
が嫌だと答え、逆さバシは48％が嫌だとあります。こ
の人の指が触れてた逆さバシはあり得ないって話です。
気をつけましょうね。これも食文化なんでしょうね。各
家庭や地域、地方でいろんな文化があり、どれも楽しい
と思います。反面理解出来ないこともたくさんあります。

先日小中学校の先生方を前に講演をさせて頂きまし
た。子供が100人いれば100通りの躾があり家庭の習慣
があり指導が難しいという話が出ました。答えは無いと
思いました。大人になってもみんな立場や考え方が違い
ますが協調性をもって生活していくのが一般的な考えの
中、タイミング悪く「今日は綺麗だね」と言ったらセクハ
ラになり、早くしてと言ったらパワハラになる。

メンタルヘルスケアって言葉はみんなが耳にするよう
になってきましたが、事情に合わせて解決していくって
本当に難しいと思います。愛印工組ではメンタルヘルス
の保険事業も推奨しているので組合員の会社でまだ対策
等を始めていなければすぐにでも始められることをお勧
めします。

幼い頃、両親の愛情を受けずに育った私は動物園に行
きたいのに大嫌いでした。いまだに歪んでいるのは変わっ
ていないように思いますがある意味においては恵まれて
いたのかもしれません。母は死ぬまで僕に可哀想だった
と言っていましたが、妻や子供たちとおばあちゃんとし
て交流できたことが嬉しかったようでした。人の行動や
言葉の内側にある本音、言い換えれば悲しみや幸せに気
付く力、100人いれば100通りの人生がある。そんなこ
とを思いながら二年間の役職を終えさせて頂きます。
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平成25年度中部地区印刷協議会（中部地区協／四橋英児会
長・岐阜県印刷工業組合理事長）の下期会議（愛知県会議）が、2
月21日午後１時より名古屋駅前のキャッスルプラザで開催さ
れ、中部5県（愛知、岐阜、三重、富山、石川）の印刷工業組合
の幹部約55名が出席。全体会議では、全日本印刷工業組合連
合会（全印工連）が進める消費税転嫁および表示カルテル、「印刷
道〜ソリューション・プロバイダーへの深化〜」の啓発、CSR
事業の推進について、その取り組みが説明された。また、分科

会では各県工組が抱える問題や課題などの意見交換が行われ
た。

全印工連から、木野瀬吉孝副会長（愛知県印刷工業組合理事
長）、佐竹一郎教育・研修委員会委員長、瀬田章弘経営革新・マー
ケティング委員長・産業戦略デザイン室副委員長、池尻淳一事
務局次長、オブザーバーとして（公社）日本印刷技術協会の花房
賢部長が出席した。

下期会議は、細井俊男愛印工副理事長の開催県挨拶に続き、
四橋中部地区協会長が出席者に感謝の意を表した後、次のよ
うに挨拶した。「昨年、岐阜工組では官公需対策として、県と
印刷会社の双方が積算精度を高めるために、発注仕様書の書
き方を解説した動画を組合ホームページにアップした。県の
職員と岐阜工組の不公正取引対策委員会が打ち合わせながら
作っている最中で、より見やすくわかりやすいようにこれか
らも変えていく。これはあくまで官公需をもとに行っている
ことである。全印工連では次年度、印刷業のダンピング抑制
に注力する方針を掲げている。過当競争による価格破壊を止
めるためには、適正な見積り積算ができることが重要になる。
こうした課題を含め、今日はしっかりと協議をしていただき
たい」。

続いて、木野瀬全印工連副会長が、「地区協に先立ち『見え
る化セミナー』を行った。地元企業4社が見える化に取り組

んだ経緯、成果を報告した。同じ業界人に情報開示すること
で、業界内によりよい経営管理のあり方が広まる。また、全
印工連から『経営動向実態調査』が送られてきていると思う。
これも経営者自身が経営数字をきちんと把握することにつな
がる。提出期間が延長されているので是非調査に協力をお願
いしたい」と要請した。

▼全体会議（前半）
全体会議前半は、全印工連の事業内容について池尻事務局

次長が「①消費税転嫁および表示カルテル、②「印刷道〜ソ
リューション・プロバイダーへの深化〜」の啓発、③医療共済
制度の改正（支払い対象手術の拡大、先進医療保障の追加な
ど）、がん補償の新設、④CSR事業の推進、⑤クラウドバッ
クアップサービス事業、⑥平成24年工業統計速報と印刷産
業経営動向実態調査、⑦中小印刷産業振興議員連盟の設立」
などについて説明した。

中部地区協下期会議会場

挨拶する四橋会長

■平成25年度中部地区印刷協議会下期会議

分科会（経営革新・マーケティング、環境、
　　組織・共済、教育・労務、取引公正化）で意見交換

｢『印刷道』〜ソリューション・
プロバイダーへの深化〜｣の啓発
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その中で、見積り書作成の動画は、「来年度の産業戦略デザ
イン室の取り組みとして進め、経済調査会・官公需対策部会
とともに仕様書、積算フォーマット、料金表について検討し
ていく」とした。また、消費税転嫁カルテルについては、「①
消費税は本体価格に上乗せする。②端数は四捨五入。③印刷
業界は外税表示方式にする」の３点を紹介した。

次いで、佐竹教育・研修委員長が「見える化セミナーは、実
際に取り組んできた印刷会社の体験談が聞けることが大きな
魅力｣と評し、「Web入稿・Web 校正を活用して業務効率化を
図るWebポータルシステム研究事例発表システムとともに、
各県での積極的な開催」を呼掛けた。

引き続き、産業戦略デザイン室の瀬田副委員長から、「印刷
道〜ソリューション・プロバイダーへの深化〜」について説
明が行われた。その中で、「地方の進んでいる会社はすでに
ソリューション・プロバイダーとして業績を伸ばしていると
ころも多数ある。印刷物製造が目的ではなく、お客様の問題
解決を自社の事業領域にしている会社がソリューション・プ
ロバイダーである。必要なのは、①原点回帰、②ワンストッ
プ対応、③経営者の志の3つである。全印工連に加入企業で
100年以上続いているところが約300社ある。その会社が
どのように事業を継承してきたかを調査した。印刷物の中に
はそれぞれの会社が保有する独自のノウハウや技術が凝縮さ
れている。まずは原点である自社の強みを認識することが必
要である。自社の仕事がどのような価値を創出しているのか
を認識して、それを経営戦略に落とし込んでいくことが最も
重要となる。２番目がワンストップ対応である。お客様が何
を必要としているかという発想にたって、印刷物の製造では
なく、一連の業務を支援する付帯サービスをワンストップで
提供する。お客様が必要としているか推察し、提案し、それ
を実現できるネットワークを持つことである。他業界との業
務提携も必要である。３番目が経営者の志である。時代の変
化の真っ只中、先が見えないのは経営者だけではない。人々
の価値観が多様化し、働くことの意味にも大きな差が生まれ
ていく。そのような中で企業のマネージメントも以前のよう
な型にはまったやり方では通用しなくなっている。多様化し
た価値観を束ねていくには、それを越える大儀が必要である」
と述べた。

さらに、ソリューション・プロバイダーとして印刷業が進
むべき具体的な方向性に触れ、｢地域活性プロモーター｣「特定
機能プロバイダー」｢特定業界スペシャリスト｣「メディアプロ
ダクトメーカー」｢パーソナルメディアショップ｣｢印刷製造
スペシャリスト｣など6つの類型を紹介。｢まずは自分たちが
所有する強みをきちんと把握するころから始めていただきた
い。ソリューション・プロバイダーに企業規模はない。取り
組む意志があるかどうかが大切である｣と強調した。

▼分科会
引き続き、経営革新・マーケティング分科会、環境分科会、

組織・共済分科会、教育・労務分科会、取引公正化分科会の５
つの分科会と理事長会に移り、意見交換が行われた。

◎経営革新・マーケティング分科会／小畠寛治副委員長（石
川県工組）

経営管理能力を高める「印刷産業経営羅針盤セミナー」はす
でに中部各県で開催されているが、セミナーに参加すると、
経営計画のシュミレーションが容易にでき、営業売上を増や
す手法が学べ、田辺経営の数万社をコンサルティングしてき
たノウハウがもらえるなど、様々なメリットがあるので、再
度の開催を検討したい。若手印刷経営者を育成する｢勝ち残
り合宿ゼミ｣は、今年度、東日本会場で12人、西日本会場で
11人が参加したが、各県から最低1人参加することで、有
意義な情報交換にも結び付く。また、委員会事業の充実のた
め、地区協以外でも各県メンバーが連携をとれるようにした
い。

◎環境分科会／塚本誠副委員長（三重工組）
日印産連『労働安全衛生協議会』の活動では、胆管がん問題

で厚生労働省の指導の下、事業者に向けて啓発のパンフレッ
トを作成するなど再発の防止に向け周知徹底に取り組んでき
たが、厚労省による胆管がんの原因究明が進む中、昨年10
月には胆管がんを発症する原因物質として、洗浄剤に含まれ
るジクロロプロバンの規制が強化された。印刷業界ではGP
認定洗浄剤など有害性の低い代替品を使用することを徹底
したい。また、平成25年度地域別最低賃金について、厚労
省より平成25年度の地域別最低賃金の改定状況が発表され
た。全ての都道府県で11円から22円の範囲で最低賃金の改
正が行なわれ、全国平均では764円で昨年より15円上回っ
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た。4月の給料改正では注意が必要である。
◎組織・共済分科会／須垣貴雄委員長（富山県工組）
共済事業は組合の大きな収入源であることを再認識する必

要がある。中部地区は全国でも生命共済の加入者が一番高い
地域である。中部地区の一つの成功例として、富山県では委
員長や理事長の全面バックアップのもとに、理事が各会社を
廻り勧誘をするというモデルケースがある。中部地区は従業
員数に対し24％の加入率で全国1位である。これは全印工
連でのモデルケースになっている。新しい医療共済制度につ
いては、3月下旬頃に全印工連から案内チラシが発行される
が、メリットを端的にアピールできる資料を各県で個別に作
成し、より効率的に加入促進を図っていく工夫が欲しい。

◎教育・労務分科会／松岡祐司委員長（愛印県工組）
法令に基づく紙断裁機の安全講習は各県とも実施してい

る。新入社員研修は愛知、岐阜、富山で、メンタルヘルス対
策セミナーは愛知、岐阜で開催した。また、全印工連では次
年度からWeb会議システムを導入する。これにより、Web
中継をして印刷営業士や管理印刷営業士の受講、同時試験に
取り組んでいきたい。そうすることで受講や試験の会場が限
定されてきた地方でも多くの参加を見込むことができる。セ
ミナーなども各県工組でできるようにしていきたい。各県工
組ではプロジェクター、パソコン、通信回線があれば、１度
に20ヶ所ぐらいで受けることができる。

◎取引公正化対策分科会／鈴木岳志委員長（岐阜県工組）
官公需において納品した印刷物の制作データまで提出を求

められる事例が起きているが、許諾なく他の印刷物などに流
用されれば明らかに著作権侵害となる。三重県印工では県側
と定期的に協議を行い、二次利用による著作権侵害の抑制を
訴えている。官公需の入札制度に関して、愛知県工組では全
く設備を持たない落札業者が県外の割安な業者に丸投げをし
ている実態があり、県との協議で、次年度から｢印刷機を持

たない事業所は県内の業者で行う｣との入札条件が加わるこ
とになった。また、岐阜県工組で進めている発注の手引きを、
さらに各県でも役に立つものにしていく。

◎理事長会／東澤光明富山県工組理事長
中部地区協の役員選任で、次年度会長予定者に四橋会長が

承認された。委員会の委員長の担当県については、経営革
新・マーケティング委員会が石川県担当、環境・労務委員会は
富山県担当、組織・共済委員会は岐阜県が担当、教育・研修委
員会は愛知県担当、取引公正化委員会は三重県が担当と決定
した。また、組合活動の対外広報については、地方では組合
事業を地元紙に取り上げてもらう動きが見られるが、全印工
連の活動がマスコミで報道されるケースが少ないので、もつ
と積極的に活用し、一般社会に業界の動きを伝えていく必要
がある。新入社員の教育研修に関しては、愛知県工組ではさ
まざまな研修メニューを用意して数ヶ月間に亘り実施してい
る。是非、各県からも積極的に参加していただきたいとの要
請があった。

分科会・理事長会の発表後、全印工連から参加していた佐
竹教育・研修委員長は、「次年度の教育・研修委員会の最大の事
業は遠隔教育システムの取り入れである。各県工組では、自
工組だけでは、費用面、参加者などで難しい県もあるだろう
が、そうした費用の問題をクリアするために遠隔教育システ
ムを使う。参加を検討していただきたい」と。また、瀬田経
営革新・マーケティング委員長は、「『印刷道』で６類型を発表
したがまだまだハードルが残っていると思う。経営革新・マー
ケティング委員会ではイノベーションをどうするのかを具体
的に進めていく」と述べた。

閉会の挨拶を、次回開催県である石川県の永野博信理事長
が行い石川県開催をPRした。

▼交流会
下期会議終了後、交流会が持たれ情報交換に華が咲いた。

経営革新・マーケティング分科会

教育・労務分科会 取引公正化分科会 理事長会

環境分科会 組織・共済分科会
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セミナー会場

愛印工組では、Web校正システムの推進に向け、全印工
連Webポータルシステム研究部会報告「Web活用が変える
営業・制作フロー」と題したセミナーを、2月22日午前9時
30分よりウインクあいちにおいて開催した。講師には、松
岡祐司全印工連Webポータルシステム研究部会部会長（㈱ア
サプリホールディングス社長）、佐竹一郎全印工連教育・研修
委員会委員長（大東印刷工業㈱社長）、花房賢全印工連教育・
研修委員会特別委員（日本印刷技術協会教育コンサルティン
グ部部長）の3氏が担当した。セミナーでは、既にWeb校正
システムを導入し活用している企業の活用事例、メリット、
今後の展開などについて紹介した。

事 例 企 業 と 導 入システム は、 ㈱シ ーフ ォ ース（ 東 京 ）
「InSite」、㈱平河工業社（東京）「Apogee Portal」、小宮山
印刷㈱（東京）「EQUIOS Online」、服部プロセス㈱（兵庫）

「Xmf Remote」、東和印刷㈱（大阪）「InSite」、㈱スマイ印
刷（滋賀）「プリネクト リモートアクセス」、㈱アサプリホー
ルディングス（三重）「Xmf Remote」の各社。
「Webポータル（入稿・校正）システムはMISと合わせて中

堅印刷会社にとって欠かせないインフラとなる」（服部晴明／
服部プロセス代表）。

導入メリットの基礎的な点には、①校正に起因する事故を
削減、②営業活動の効率アップ、③進捗状況の見える化、情
報共有による効率化、④同業者を含めた顧客の入稿業務の利
便性、⑤顧客の囲い込みを実現などがある。また、導入メリッ
トの応用・発展として、①製造工程の自動化・省力化＝校正後
の製版処理（印刷用PDF作成、面付け、確認用大判プルーフ
出力など）が大幅に削減。②新しい市場を開拓＝Web 入稿・
校正に留まらないトータルな提案により顧客の業務効率を改
善。BPO（ビジネスプロセスアウトソーシング）へ！などを

あげる。
◎導入事例「営業活動の効率アップ」服部プロセス
同社では、営業のIT武装の一環として導入。ノートPCと

スマートフォンを営業全員に1台ずつ支給し、｢いつでも、ど
こでも｣をキーワードに、営業は会社の外から次の業務を行っ
ている。①MISへのリモートアクセス(見積書、受注登録、
作業指示書の発行)、②グループウェアを利用した情報共有
と行動管理、③FAXのメールへの自動転送、④XMFリモー
トによるリモート校正など。

これによりどのようなメリットが得られたのか、大きな点
は、営業の業務負担軽減である。従来の10分の1程度になっ
たという。一方、工務では残業時間が大幅に削減され、しかも、
以前のように営業マンを追いかけなくても済むようになっ
た。また、外回りから帰ってきてから情報が入るのではなく、
外からの指示により前倒しで情報が入るようになり、工務で
も時間ができるようになった。

◎その他、導入各社の声
▼営業の業務効率が上がり余力ができた結果、月間売り上

げが40％アップした営業マン。
▼メインクライアントに採用された結果、利便性と信頼性

が評価され囲い込みに成功。
▼デジタル検版機能の活用により、事故が対前年比70％減。
▼カタログ制作での実績が評価され、新規にチラシの仕事

を獲得。
▼営業から校了情報が前倒しで入ることにより、工務の残

業時間が大幅に削減できた。

〜全印工連Webポータル
システム研究部会報告〜

■愛印工／ Web校正システム推進セミナー

「Web活用が変える営業・制作フロー」
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「見える化」への取り組み

愛印工教育委員会（松岡祐司委員長）では、2月21日ウインク
あいち（愛知県産業労働センター）において、「ゼロから始める“見
える化”セミナー」を開催した。今回のセミナーでは、業態の異な
る4社が｢見える化｣に取り組むにあたり、「①何から始めたか、②
どのような障害があったか、③現時点でどのような変化と効果が
あったか」など、実際の数字を示し発表がされた。コメンテーター
に佐竹一郎全印工連教育・研修委員会委員長、コーディネーターに
花房賢全印工連教育・研修委員会特別委員が努め、パネリスト（事
例発表）４社が「見える化への取り組み」を報告した。

セミナーの冒頭、愛印工木野瀬理事長が挨拶に立ち、「見え
る化で、自分の企業の手の内をさらけ出すのには勇気がいる
し、ためになったことは隠したがる。しかし今回、4社のパ
ネラーの企業から中身の濃い話が聞ける。じっくりと勉強し
ていただきたい」と述べた。

続いて、松岡委員長が「愛印工教育委員会に所属する4社
のメンバーが〝見える化の取り組みをやりたい〟ということ
で、花房氏（日本印刷技術協会）と2人が手弁当で指導した。
印刷業界は、インターネット、スマートフォンの普及などで
大変な状況になっており、自社の中身を的確に見ていかない
と非常に経営が厳しくなる、ということで、4社の皆さんが
1年半ほど前に取り組みを始めた。その時に、見える化の取
り組みを行って何が問題であったのか、改善計画などを皆の
前で報告発表することをお願いし、今回の事例発表に至った」
と経緯を説明。また、全印工連の佐竹教育・研修委員長は、「全
印工連の教育・研修委員会で『見える化』に取り組んだのは、
今から3年ほど前になる。我々は今まで、見積りや原価計算
をするのに過去のものを使ったり、価格競争を追いかけ過ぎ
て多くの付加価値を失った。しかし、実際に自社の原価を知
れば、馬鹿な戦いはしなくなるだろう。『見える化』を実際に
体験してもらい、実体験の元で自社の運営に反映し業績を改
善し、収益を上げてもらう。自社の経営が改善されれば無駄
なものまで取りに行かないと思う。そうすれば印刷業界も良
くなる。だからこそ実体験でなくては意味がない。失敗談を
出し、それをどう克服したか、その話が皆さんの役に立つ。
コンサルタントや話すのが専門の人の話は心に響かない」と
述べた。

何から始めたか／どのような障害があったか／
現時点どのような変化と効果があったか

事例発表企業
三藤印刷㈱　安田印刷工業㈱　㈱フジカ　駒田印刷㈱

■ゼロから始める“見える化”セミナー

■事例発表①
　三藤印刷㈱ 後藤規之社長

「決めたことは必ず実行
／特例は一切設けない」

熱心に聴講する参加者

―取り組み以前―
会社概要は、創業が昭和38年、完全なる下請けの会社で、

売り物は印刷・加工の技術。取扱商品は一般商業印刷及び
POP、パッケージの製造と販売である。社員数は24名。

今までの管理内容は、①各工程の作業日報より日次の売上
報告、②月商の金額重視、③稼働率の追求、準備時間の基準
評価、④損益分岐点をいかに下げるかであった。

これにより、①各工程の利益率が把握できない、②インキ
代・作業費などの経費が把握できない、③稼働率の追求で資
材の購入費が増える、④日常管理項目にキャッシュフローが
含まれていないので、利益とキャッシュフローのバランスが
チェックされていない、また、機械メンテナンスの過剰な投
資の発生という問題もでてきた。

そのため社内原価の見直しを行なった。原価計算は、仕入
れ、作業者の人件費、機械代金と減価償却をプラスする、こ
れが試算のベースになる。残った勘定科目の販売管理費を各
工程の利益率に合わせて販売管理費を配分して試算する。こ
うした簡単な内容で原価を試算する。

刷版仕入（材料）＋人件費＋減価償却
印刷仕入（材料）＋人件費＋減価償却
加工仕入（材料）＋人件費＋原価償却
配送燃料費＋人件費＋減価償却
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■事例発表②
安田印刷工業㈱ 安田智雄社長

｢MISの選択と開発、
ユーザビリティを重視｣

―現在の管理内容―
どこまでオープンにするか迷ったが、全てをオープンにし

た。①時間管理は従来方式の本刷り開始と終了時間の記入
（手書きのまま）、②各工程ごとの原価及び売上の記載、③月
次決算に照合（決算勘定科目に準ずる）。決算科目を12分し、
左に目標値、右に実際の数字に照らし合わせながらスタート
している。

―現在の課題―
11月からスタートして約３ヶ月間やってみて、①一般商

業印刷は大体把握できる。これは見える化を行なってもあま
り変動がなかった。過去からの取り組みが間違っていなかっ
たということでそのまま続けている。②UV印刷の場合、資
材種類により原価が異なる。商業印刷のように1色いくらの
積算ができない。そのためカンプなどを見て積算を行なうよ
うにした。③今後機械の修理費用が発生するので、購入金額
の5％ぐらい予算組みをしている。④電気代の上昇（値上げ
含）。今後の大きな問題になる。

―総評―
①決めたことは必ず実行する、②特例は一切設けない、③

実際の数値は線数を経て近似値になる、④不具合は必ず発生
するが修正すればよい、⑤売上に対する営業利益率を把握、
⑥社内原価を下げる努力は常に実行する。

―取り組み以前―
会社概要は、昭和8年設立。従業員数24名。

「見える化」以前からの取り組としては、経営計画書、環境
整備、早朝勉強会などを行なっている。

経営計画書（ポケットサイズ）を7 〜 8年前より作成し、経
営方針、お客様に対する方針、クレームに対する方針など、
8項目の方針と会社の決まったスケジュールを掲載、毎朝、
各部門で方針の読み合わせを行なっている。環境整備では、
仕事をやりやすくするために、毎日始業20分を環境整備タ
イムとして全社員で掃除を行なっている。早朝勉強会として、
火・金曜日の30分間、事故、お客様の状況、印刷用語などの

勉強を行なっている。勉強会への出席は任意であるが、一定
の役職以上は70％の出席を義務としており、満たなければ
降格させている。一般社員は1回出席に付き500円を支給し
ている。

―｢見える化｣へのスタート―
「見える化」を始めようとしたきっかけは、愛印工組の教育

委員会のメンバーに配属されたことである。今までは売上至
上主義で、前年対比いくらとかが評価の基準であった。また
一応数字は出してるが現場にプラスになっているか見えにく
かった。松岡委員長や佐竹委員長の話を聞き、アワーコスト
という考え方を勉強して、紙ベースで試行錯誤したが成果に
至らなかった。大きく変わったのは、昨年8月に20名ぐら
いでアサプリを見学。社員間の交流で一気に社内機運が高
まった。

―MISの選択―
経営情報を管理し効率を高めるために10年前から導入し

使用しているMIS（｢ぷぷり｣）をベースに開発をすることにし
た。ぷぷりは指示書の発行、工程管理、作業日報、外注発注
書などいろいろな機能を持っていたが、当時は作業指示書の
発行マシーンとして使っていた。これをベースに“見える化”
ができないかということで始めた。このプログラムの開発に
は開発会社との間にJAGAT花房氏に入っていただいた。こ
れは各社の“見える化”の導入を手伝っている花房氏に、ユー
ザビリティを重視し、①見やすく使いやすい、②1点ごとの
粗利益が見れる、の2点をふまえ開発の指示をしてもらった。
11月に導入して、部門ごとに説明会を行なった。例えば、
営業は今まで通りの指示書と、それにプラスして各部門の作
業をいくらで見積もったかの明細（各部門にかかるコスト）を
入力する。現場ではIDと受注番号を入力すると作業項目が
でてくる。それを選択すると横に開始、中断、終了ボタンが
あり、それぞれのオペレータが入力していくと集計される。
その結果はかかった時間、アワーコストがでてくる仕組みに
なっている。最後にそれぞれの仕事ごとの損益が見れる仕組
みになっている。

―現状の問題点―
現在使い始めて、①開発会社が東京のため、改良のレスポ

ンスが良くない。②エクスプローラーのみで、キンドルなど
では動かない。③営業の入力が遅く、印刷工程では大まかな
時間入力になっている。④アウトプット情報の活用方法の問
題がでてきた。
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■事例発表③
　㈱フジカ 加藤義章社長

「情報共有と学びの場／
利益に対する意識の芽生え」

■事例発表④
　駒田印刷㈱

　磯貝健ゼネラルマネージャー

｢粗利の向上／
スタッフの原価意識の向上｣

る意識が芽生える」などである。
―今後の課題―

「見える化」をさらに確かなものにするための今後の課題
としては、「常に『見える化』を意識させる仕組みづくり／週
次・日次での改善活動への啓蒙（まだ月次での運用が中心）／
アワーレートの妥当性と見直し／成果配分」などが浮かび上
がっている。

―取り組みの背景―
フジカグループの概要は、紙卸商から始まり30年ぐらい

前に枚葉印刷を始め、現在グループは枚葉印刷の下請け及び
紙加工を行なう㈱フジカ。輪転印刷を行なう㈱アイエフ。グ
ループ配送業務及び売電、不動産賃貸のダイヤコーポレー
ション㈱、製本、折加工を行なう㈲アイポートからなってい
る。紙卸販売を基本機能とし、付加価値として印刷下請、加
工下請を生業とし、印刷会社からの受注がほとんどを占めて
いる。
「見える化」に取り組んだ背景は、市場の過剰生産力、需要

の減少という環境の中で利益が思うようにあがらない。営業
／営業面では売上目標、従来からの価格表に基づく粗利目標。
生産／生産では、営業から内部売上で渡す生産目標、時間当
たりの通し、やれ率、準備時間などの効率目標など、全体収
益との連動が見えにくく、何をどのように頑張ってよいのか、
羅針盤がなかった。個別物件での実質損益もあいまいなまま
であり、トップダウン型から全員参画型への移行を図った。

2011年7月に時間管理ができるようにということでス
タートして、部門別の損益という形はできていたので部門別
での単価を算出し、試算表から按分するという形で個別の物
件に展開していった。これは1 ヶ月遅れるので、2012年4
月にアクセスとエクセルを使い日報入力時にアワーレートが
出るように変更した。2012年12月より新しいMIS導入の
検討に入り、2013年10月より新MISの運用を開始した。

―手作業で始めた「見える化」―
機械別での時間当たりのコストの算定と生産現場で記入さ

れていた日報データを抽出。また、販売管理システムから売
上データを抽出し日報データとアクセスを用いてリンクさ
せ、物件ごとの損益を簡易的に評価。そして、資料に基づき
全ての営業及び生産部の責任者参加で、月次での会議を行な
い赤字物件の対策を検討する、などが行なわれた。

―現状の問題点―
「見える化」を進めるにあたり問題点となったことがいろい

ろ出てきている。例えば、実行前では「①資料集計に対する
人員、②必要とする数字を吸い上げるために現行システムの
改修費用」。実行後では「①営業の売上の事後処理、②対策が
行き詰ってきたときに問題の言い訳になりやすい、③部門間
の対立（他部門への責任転嫁）、④行き過ぎた価格転嫁（不採
算、即値上交渉）」などである。

―導入効果―
次に、「見える化」を進めた結果どのような変化と効果が

あったのか、次のように集約される。「①対策を打たなければ
ならない物件が明確になる、②情報共有と学びの場となる、
③営業が自信をもって交渉できる、④製造部員の利益に対す

―何故「見える化」にしたか―
会社概要は、大正12年創業、昨年90周年を迎えた。社員

数50余名。取扱商品はパンフ、カタログ、チラシ、POP、
ポスター、テキスト、会報、HP、ビデオなど。
「見える化」に取り組んだ理由は、ハード面では使用ソフト

の陳腐化と高額な保守料金があった。また、収益の見える化
で、1品ごとの原価管理を行なう。今までは工務内利益を取っ
ていたが、営業により率がばらばらで月次決算をしてみない
と分らない状況であった。営業に本当の原価をしっかり理解
してもらう。そして、全てが「見える化」されるので、生産を
していない人間である工務をなくした。全てのものがプレイ
ヤーにした。
「見える化」にあたりシステムを検討した。検討要素は、①

Web　ベースのソフト、②全セクションでのバーコード管
理、③今までは営業は営業で集計しており、各セクションが
別々になっていたので、営業が入力したデータによるデータ
の一元化を行なった。その内容は、受注入力、製造指図書、
原価計算書、売上計上処理、伝票発行、事故対策、月次決算、
各自各部の日報集計、各部予定表、外注発注、売上分析、顧
客管理など。
「見える化」の導入前の懸念としては、「①原価が分かるので

利益がダウンするのではないか、②工務をなくしたので部署
間での情報伝達漏れが発生するのではないか、③システムを
入れ替えたので旧データ使用不可による作業性のダウン、④
新旧2ライン同時進行によるトラブルの発生の懸念」があっ
た。

―導入後の問題点―
導入後の問題点として派生したのは、「①営業スタッフの入

力作業時間増加と誤入力、②システムのバグ、③現場スタッ
フの入力モレ、④時間単価の相対価格、⑤仕事の流れ」など
がある。

以上の経緯から現在に至っているが、収益改善（受注商品
の選択と集中）、リピート性により事務処理速度アップ、さ
らに、部門内の収支決算、さらなる改善システムなどが進行
中である。

―成果―
「見える化」の成果としては、「①粗利の向上／②選択と集中
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開催日時 事業•行事、場所、備考

4月2日㈫〜
9月9日㈪

事 業 名 印刷会社の社員研修会
場 所

愛知県印刷工業組合ホームページで
ご確認ください。

参 加 費
定 員
申込期日
備 考 随時

5月16日㈮
事 業 名 「平成26年度 通常総代会」
場 所 名古屋観光ホテル
備 考 ※詳細調整中

7月12日㈮

14：00 〜
18：00

事 業 名 Adobeテクニカルセミナー　夏の陣
場 所 ウインクあいち　1202会議室
参 加 費 購入社(ライセンス購入人数まで無料、

それを超える人数5,000円/1人)
未購入社：5,000円／ 1人
定　　員：90名

定 員
申込期日

開催日時 事業•行事、場所、備考

4月22日㈫

18：30 〜

事 業 名
GC中部
マーケティングセミナー

「3Dプリンタビジネスモデルを徹底解説！」
場 所 東桜会館　１階「第2会議室」

講 師

㈱セイコーアイ・インフォテック
プロダクトマネージャー�  町田 　林　氏
㈱メディアテクノロジージャパン
営業本部事業企画室� 山根　健治　氏

参 加 費 2,000円
定 員 90名

6月13日㈮〜
6月14日㈯

事 業 名 中部地区印刷協議会　26年度上期会議(石川県)
備 考 ※詳細調整中

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）

●身近な催し物のお知らせ（関連団体）

／③スタッフの原価意識の向上／④今後の投資」などが挙げ
られる。いずれにしても、「見える化」の絶対要素としては、
絶対の力のトップダウン、信用信頼がある。

　　　　　　　　※　　　※　　　※
最後に松岡委員長が、「『見える化』の遂行にはいろいろな反

対意見が出てくる。だからこそ、何のために時間管理をし、
1点当たりの原価をわかるようにするのか、きちんと話しを
して理念を共有しないといけない。『市場価格が下がっても、
皆さんのリストラは一切やらない。雇用を守り、昇給して、
ボーナスを出したい。だから行うことなので協力して欲しい』
と、トップが全社員を納得させたうえで行わなければうまく
いかない」と結んだ。

一般社団法人日本印刷産業連合会（日印産連）では、グリーン
プリンティング（GP）認定制度における第31回グリーンプリ
ンティング（GP）認定委員会において、新規2工場、更新25工
場、合わせて27工場を認定した。その結果、GP認定工場は
307工場となった。

また、GP認定工場とは別に、グリーンプリンティング（GP）
資機材認定制度を行っているが、今回新たにデジタル印刷機が
加わった。現在、オフセット印刷工場で使用する洗浄剤（ロー
ラ洗浄剤、ブランケット洗浄剤、水棒洗浄剤）、プレートクリー
ナー、含湿型洗浄布、エッチ液、現像液、プレート、製版薬品

（現像液）、セッター、そして、今回のデジタル印刷機の認定で
9種類となり、参加メーカーは31社、認定製品は累計485製
品に及んでいる。
【デジタル印刷機】
新たにスタートしたデジタル印刷機（ファクトリー系）の認定

は、対象を、インクジェット方式、液体トナー方式の生産用デ
ジタル印刷機で、主に、商業印刷、新聞などに用いられるもの
で、サイン、アド用のデジタル印刷機は除かれている。

初回は、富士フイルム㈱、コダック合同会社、大日本スクリー
ン製造㈱、㈱ミヤコシが参加し、7製品が認定を受けた。認定
基準は、メーカーのグリーン調達基準、インキ、洗浄剤などの

有害物質不使用、VOCの削減・管理、インキ容器の3R化、消
費電力の削減機械のリサイクル配慮、作業環境対応など22項
目にわたっている。達成点数によりスター数が決定している。
認定を受けた7製品は、富士フイルム「Jet Press540W」「Jet 
Press720」、コダック「Prospar Press 5000XL」「Prospar 
S Sheet」「Prospar S Web」大日本スクリーン「TruePress 
Jet520」「TruePress JetSX」、ミヤコシ「MJP20」。  

日印産連では、今後、ドライトナー方式のデジタル印刷機（オ
フィス系）の新規認定を行う予定で、認定基準の検討を始めた。
【GP資機材認定制度・参加メーカー】
㈱日研化学研究所、東京インキ㈱、光陽化学工業㈱、日本シー

マ㈱、富士フイルム㈱、ASLAMIX㈱、コダック合同会社、日
本アグフア・ゲバルト㈱、コニカミノルタ㈱、東レ㈱、富士薬
品工業㈱、㈱此花、ウエノ㈱、㈱オフセットクリーン、マコト
化学工業㈱、三菱製紙㈱、大日本スクリーン製造㈱、ハイデル
ベルグ・ジャパン㈱、㈱東洋化学商会、富士商興㈱、ニッカ㈱、
日本ボールドウィン㈱、成東インキ製造㈱、DICグラフィック
ス㈱、㈱ヤマトヤ商会、㈱加貫ローラ製作所、東ソー㈱、㈱小
森コーポレーション、リケンテクノス㈱、㈱テルサント、㈱ミ
ヤコシ。
【GP資機材認定制度・種類別認定製品】
洗浄剤175製品、プレートクリーナー 19製品、含浸型洗

浄剤13製品、エッチ液147製品、現像液25製品、セッター
26製品、プレート65製品、製版薬品8製品、デジタル印刷機

（ファクトリー系）7製品。
http://www.jfpi.or.jp/

■日印産連
グリーンプリンティング（GP）資機材認定制度に

デジタル印刷機の認定を開始

パネラーの皆さん
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販路開拓の取組み、計画策定にあたって地元の商工会議所・
商工会の助言・指導を得ながら進めるのが特徴です。

①　経営計画の作成
経営方針・目標とプランなどを記載します。
②　補助事業計画書の作成
補助事業で行う内容やその効果を記載します。
③　地元の商工会議所・商工会から事業支援計画書を受領
商工会議所・商工会から事業計画について支援を行うこと

の確認書を提出してもらいます。
④　補助事業計画書の提出
締切　5月27日（火）　（第二次受付）
⑤　採択結果公表
6月下旬
⑥　実施
交付決定から平成27年1月31日の間に実施します。
⑦　実績報告
事業終了後30日以内または平成27年2月10日のいずれ

か早い日までに報告します。
◇申請のポイント
補助金申請書への記入が、そのまま補助金につながるわけ

ではありませんので、ご注意ください。
補助金申請書には、販路開拓のためのしっかりした経営計

画・事業計画を書き込むことが必要です。その内容は、有識
者による審査委員会で審査を行い、評価が高いものが採択さ
れます。

・自社の製品、サービスや自社の強みを適切に把握してい
るか。

・経営方針・目標と今後のプランは、市場の特性を踏まえて
いるか。

・計画は、具体的で実現可能性が高いものか。
・創意工夫の特徴があるか。
などこの補助金のねらいを踏まえて記載することがポイン

トです。
計画作成には、商工会議所、商工会の支援を受けることが

できます。
詳しくは、最寄りの商工会議所、商工会（商工会議所連合

会）、または組合事務局にお尋ねください。

○小規模事業者持続化補助事業
販路開拓のための取組みに要する費用（販促用のチラシ作

成・配布・広告、パッケージ改良、商談会・見本市出展など）に、
補助金が出ます。自社での活用のみならず、お客様にご提案
してはいかがでしょうか。

⑴　補助対象者　製造業従業員20人以下
　　　　　　　　　小売業・サービス業　従業員5人以下
⑵　補　助　率　2 ／ 3上限50万円　　（雇用を増加させ

る取組は、上限100万円）
⑶　対象となる取組みの例
①　広告宣伝
・新たな顧客層の取り組みをねらい、チラシを作成・配布
②　商品パッケージや包装紙・ラッピングの変更
・古くなった商品パッケージのデザインを一新
③　商談会・展示会への出展
・新たな販路を求め、展示会へ出展
④　その他
・販促用PR、新商品の開発、店舗改装、景品・販促品の製

造など
⑷　補助対象経費
機械装置等費、広報費、資料購入費、展示会等出展費、開

発費、委託費、外注費
⑸　申請手続

販路開拓を支援する補助金のご案内

■「領収証」などに係る印紙税・5万円未満は非課税に

「所得税法などの一部を改正する法律」により、印紙税法の一部

が改正され、平成26年4月1日以降に作成される「金銭または有価

証券の受取書」に係る印紙税の非課税範囲が拡大された。現在、「金

銭または有価証券の受取書」については、記載された受取金額が3

万円未満のものは非課税であったが、平成26年4月1日以降に作

成されるものについては、受取金額が5万円未満のものについて

は非課税とされることになった。
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愛印工・マーケティング委員会（鬼頭則夫委員長）主催の第
2回マーケティングセミナーが2月25日メデュアージュ愛
知において開催された。セミナー演題は、「『豊陽、印刷機捨
てたんだってよ』ちっぽけな印刷会社の挑戦！　〜ただ今、
業態変革中〜」。講師は豊陽印刷㈱森亨社長が務めた。

同社は、昭和10年豊橋市において森印刷所として創業。
同24年豊陽印刷所に社名変更。同30年豊陽印刷㈱設立。平
成12年社長就任。以来、森社長の葛藤が始まる。
「豊橋という地方の印刷会社の3代目として後を継いたけ

ど、景気の低迷、業界の構造不況の中で悪戦苦闘の連続であっ
た」としながらも、「印刷業からの脱皮を目指し業態変革に取
り組み始めた。その一つが自社企画製品の開発・販売への道
であった」と述懐する。森社長は自ら印刷業で培ったノウハ
ウを活かし、顧客ソリューションのためにプロモーショナル
マーケティング・USPマーケティングなどを習得しており、
販促支援業への転進の一助にしている。

森社長は、「受注生産で明け暮れていた会社が、商品の企画・
販売へ180度転換するのは大変な勇気と努力を必要とした」
といいながらも、「ちっぽけな印刷会社の挑戦でも、曲がりな
りにもここまで歩んでこられた」と強調する。生産機器の放
出に合わせ、イメージを一新するため従来の工場を解体。新
社屋は、外観を目立つようにし、壁面に懸垂幕2本をたらし、
階段も赤色に塗り、駐車場も広くなった。

対外的に一般印刷物だけでなく、販促物（POP、のぼり、
ノベルティ、オリジナルグッズなど）を取り扱っていること
を強調すべく、平成24年に「販促仕事人」の商標登録を取得。
現在、各地で開催の展示会などに積極的に出展し、その名を
広めている。

販促仕事人が手掛ける数多くの商品から一部を紹介してみ
る。各種制作しているノベルティ商品の中でも、「マグネット」
はおすすめの販促商品である。キャラクターやロゴを入れ

て、ホワイトボードやロッカーに留めてもらうことで販促効
果が上がる。また、「フアイルカット封筒」も面白い商品であ
る。この封筒には予めミシン目が入っており、封筒として使
用後にミシン目に沿って切り離すとファイルホルダーとして
再利用できる。「のぼり」に関しても、数々のノウハウが聞け
た。のぼりは単に立てるだけではなく、立てる位置、立てる
間隔、タイムリーな設置などに加え、店舗全体の販促アドバ
イスができるのが同社の大きな強みとなっている。例えば、
駐車場や店頭に立てる場合ののぼりの感覚は、1.8メートル
がベストという。その理由を「間隔を詰めて立てすぎると見
えづらくなり、店舗そのものを隠してしまい逆効果である。
また、配置についても同色を並べたり、色違いを並べたりな
どの工夫が必要」と説き、「のぼりは単に立てるだけではダメ」
と強調する。さらに、東三河の印刷会社として初めて手がけ
たARにも力が入れられている。ARのコンテンツ制作も「簡
易撮影・編集セットパック」で、簡易撮影及び簡易編集作業一
式を売りにしている。

森社長は、「印刷業から販売支援業へ舵を取ったが、印刷業
での経験がいい結果を生んでいる。要は、自社の強みは何か
を検証し、その強みを活かした事業を展開することが肝要」
と閉めた。

セミナー参加者に、森社長筆の「業態変革虎の巻（展示会
編）」が配布され、参考に供された。

■マーケティングセミナー

「豊陽、印刷機捨てたんだってよ」

販促仕事人を旗印に！ただ今、業態変革中

ハッピ姿で講演する森社長
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㈱昭美堂

㈱昭美堂（中野武美社長）は、この程、東区

山口町から千種区仲田に本社を移転した。

新住所＝〒464-0074　名古屋市千種

区仲田2-14-16GIビル池下オフィス4階　

　TEL052（759）4800　FAX052（759）

4801

■訃報 　　　　　　　　　　　　　　　

木下印刷㈱会長　木下武司氏は3月15日

　ご逝去されました。

ー謹んで、ご冥福をお祈りいたしますー

□4月2日から新入社員研修がスタート
しています。9月までの長丁場になり研修

に参加している皆さんも大変でしょうが、
研修を終えるころには、印刷のイロハも身
に付き、先輩たちの話の輪にも加わること
ができるようになるでしょう。まず、今受け
ている研修内容を確りと把握するよう、励
んでいただきたいと思います。□中部地区

印刷協議会・愛知県会議が開かれた同じ日、
見える化セミナーが開催され、4社から見
える化への取り組みが報告されました。取
り組み以前、現在、課題、そして今後の展開
など、赤裸々な体験話が聴けました。要旨を
掲載しましたので参考に供して下さい。

会社移転

Print　Next　2014
「未来の印刷」大賞を表彰

【芸術学生部門最優秀賞】
「サッちゃんと死にかけの街」　高橋はるかさん

■編集だより

【小・中学生部門「絵」最優秀賞】
「プリントするぞぅ」　高萩瑠里さん

最優秀賞を受ける高橋さん、森川さん、高萩さ
ん（左は岸運営委員長）

ぼくは、今学校で目の不自由な人たち
のことを勉強しています。目の不自由な
人たちは、ぼくたちとちがって、街にある
かん板やポスターの文字がよくわかりま
せん。身の回りにある本や新聞、それに食
べ物の箱に書いてあることも見えないの
で、色々苦労すると思います。

今は、目の不自由な人たち用に、点字や
音声案内という方法があるけれど、まだ
まだ少ないと習いました。

だから目の不自由な人たちが、ぼくた
ちと同じように安心してくらせるものが
あればいいと思います。

そしてぼくがあればいいと思うものを
二つ考えました。

一つ目は、音声に変かんできる印さつ
です。例えば、指で文字や文章をなぞる
と、音を出すことができる印さつです。点
字の本はありますが、大きくてぶあつい
し、まだまだ種類が少ないので、音が出る
印さつがあると、目が不自由な人たちも
たくさんの本が読めるようになると思い

【小・中学生部門「作文」最優秀賞】

「未来の印さつ」　森川裕大（富山市立西田地方小学校）

ます。
二つ目は、感覚を表すことができる印

さつです。絵やイラストにさわると、指先
から熱いとか冷たいとか温度が分かっ
たり、固さが分かったりする印さつです。
食べ物の箱だったら、さわると甘いとか
すっぱいといったにおいや味が分かる印
さつもいいと思います。

他に、耳の聞こえない人たち用に、さわ
ると頭の中で音を感じる印さつもあれば
いいと思います。楽ふの音ぷをなぞると
頭の中で音が流れ音楽が楽しめるように
なります。

ぼくの考えた物は、大きな機械ででき
るようになっているかもしれないけれ
ど、紙に印さつしてあれば、本のように持
ち歩けてゲーム禁止のところでも、いつ
でも楽しめていいと思います。

ぼくが大人になった時、ぼくの考えた
印さつがあれば、体の不自由な人たちと
同じものを見たり読んだりして、ふつう
に楽しめると思います。

若手印刷人のイベント「Print　Next　2014」が2月15日愛知産業労働センター
「ウインクあいち」で開催された。その席上、「未来の印刷」をテーマに募集していた「未
来の印刷」大賞の授賞式が行われた。全国から188点の応募があり、最優秀賞に輝いた
のは、小中学生を対象とした部門では、絵部門で高萩瑠里さん（13歳）の「プリントする
ぞぅ！」、作文部門では森川裕大さん（10歳）の「未来の印さつ」、芸術部門では高橋はる
かさん（広島市立大学芸術研究科）の「さっちゃんと死にかけの街」が受賞した。

No.509
平成26年４月10日発行

◆ホームページアドレス  http://www.ai-in-ko.or.jp/
◆E-mailアドレス  jimukyoku@ai-in-ko.or.jp　

発 行 人 木 野 瀬 　 吉 孝
編 　 集 組 織 ･ 共 済 委 員 会
発 行 所 愛 知 県 印 刷 工 業 組 合

〒461–0001 名古屋市東区泉一丁目20番2号
メディアージュ愛知１階
TEL〈052〉962–5771
FAX〈052〉951–0569



14 15

リョービMHIグラフィックテクノロジー株式会社は、2014年1月1日、リョービ㈱と三菱

重工印刷紙工機械㈱がオフセット枚葉印刷機分野の事業を統合して誕生した新会社です。新

会社の社名には、“両社が手を携えてグラフィック業界に独創的なテクノロジーによって貢

献する”という想いを込めております。印刷業界に新たな光をもたらすべく始動しました新

会社から、誌上をお借りし皆様へのメッセージをお届けさせていただきます。

豊富なラインアップ
菊全判サイズ〜 A3判サイズまで

DIAMOND V3000LX-6
（ニスコータ付き）

RYOBI925（ニスコータ付き）

UVキャスティング・フォイリングシステム搭載 
RYOBI751G

DIAMOND V3000LS-5

リョービMHIグラフィックテクノロ

ジー株式会社（略称：リョービMHI）が始動

しました。新会社は、幅広いレンジの中小小

型印刷機を揃え、欧米を始め全世界に販売

ネットワークを持つリョービと、大型印刷

機で国内大手印刷会社やアジアに幅広い顧

客を持つ三菱重工印刷紙工機械が、それぞ

れの強みを活かし、商品ラインアップの拡

充、開発力、製造力の強化、販売・ネットワー

ク体制強化に努め、「お客様のお役に立つ商

品、サービスを提供」することを目指してお

ります。具体的に申し上げてみます。

A3縦型から四六全サイズまでオフセッ

ト枚葉印刷機のラインアップを拡充するこ

とで、納期短縮や生産性向上、高付加価値や

環境対応など、お客様とともに問題解決に

取り組み、お客様に最適なソリューション

を提案してまいります。

販売・サービスにおいては、拠点の拡充

とサービス担当者の増員を図り、きめ細か

いサービスと機動力の向上に取り組んでい

きます。例えば、国内外の主要都市を拠点

に、印刷機器の販売、納入から稼動までのサ

ポート、定期的なメンテナンス、印刷資材の

供給などを展開していきます。そのために、

国内は全国に3支社、3支店、3営業所、5サー

ビスステーションを設け、充実したネット

ワークときめ細かいサービスを実施してま

いります。

開発力の強化に向けては、開発部門・設

計部門を本社・本社工場（広島県府中市）に

集約し、両社が有するテクノロジーの融合

を図ります。

生産面では、本社工場（大型機、中型機）

と栗柄工場（小型機）の2工場体制を敷きま

す。印刷機の主力生産拠点である本社工場

は、部品加工から、組立、検収、出荷まで一貫

生産する印刷機専用工場です。高い加工精

度が求められるフレーム、シリンダー、ギヤ

などの中核部品の加工は、本社工場と三菱

重工（広島県三原市）で生産します。同じく、

三菱の技術で培った大型機組立に欠かせな

い印刷ユニット組立装置などを本社工場に

移設し、生産面のシナジーを追及してまい

ります。

今後、印刷機器市場は、新興国での需要

■菊全判オフセット印刷機
「DIAMOND V3000LS」
最高印刷速度16,200枚／時を誇り、時

代の先端を行く最新テクノロジー搭載の

印刷機。ニスコータ・乾燥装置など豊富

なオプションとの組み合わせが可能。

■菊全判オフセット印刷機
「DIAMOND V3000LX」
最高印刷速度16,200枚／時を誇り、

0.04㎜の薄紙〜 1.0㎜の厚紙のパッケー

ジまで、多様な用途に対応する厚薄兼用

印刷機。

■菊全判オフセット印刷機
「DIAMOND V3000R」
片面・両面兼用印刷機で、独自の「3本

胴方式」反転メカニズムを採用。片面印刷

と同等の毎時16,200枚の印刷速度。

■A全判オフセット印刷機
「RYOBI 920シリーズ」
毎 時16,200枚 の 高 速 印 刷 で、 国 際

規格A4サイズの8面付けが印刷可能。

「RYOBI 928P ／ 9210P」はワンパス両

面のフルカラー印刷に対応する片面・両

面兼用印刷機。

■UVキャスティング・フォイリング
システム「RYOBI 750Gシリーズ」

既設の印刷機との組み合わせにより、

ホログラム加工または箔押しの印刷が可

能。ホログラム、箔押しを行なわない場合

は、UVニスによる表面光沢コーティン

グやエンボス調印刷などの後加工機とし

て使用ができる。（多色印刷機に装備する

インラインモデルもある）

■B2判オフセット印刷機
「RYOBI 750Gシリーズ」
仕事内容に合わせたユニット構成で、

生産性、収益性に優れた印刷機。片面専用

機、片面・両面兼用機がある。

拡大、先進国での高付加価値印刷機に対す

る需要の伸張が期待されます。当社では、こ

れらの需要を取り込み、グローバル市場で

戦える体制を整え、市場シェアの拡大、プレ

ゼンスの向上を図るとともに、お客様や社

会のニーズに応え、独創的で高品質な印刷

機やサービスを創造、提供していくことを

通して、社会にとったかけがえのない存在

になることを目指してまいります。

リョービMHIは、「お客様にお役に立つ商

品を提供し、お客様と一緒に成長する」を

モットーに活動してまいります。新会社にご

期待いただくと同時に、今後ともますます

のご愛顧をお願い申し上げます。

■伝統ある2社が融合
「リョービMHIグラフィックテクノロジー株式会社」
テクノロジーの融合で、新たなイノベーションの創造

「あいちの印刷」誌上情報展 リョービMHIグラフィックテクノロジー㈱中日本支社
〒468-0034 名古屋市天白区久方1-145-1
TEL052（807）1671　FAX052（807）1677
http://www.ryobi-group.co.jp/graphic/
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「印刷機材の総合商社」㈱光文堂は、創業以来60余年の実績とノウハウを活かし、北は北海
道、南は沖縄まで24の拠点を足がかりに、全国の印刷関連会社様の経営環境をサポートさせ
ていただいております。1月に開催いたしました新春恒例の「第50回光文堂新春機材展Print 
Doors 2014」には、多くの方々にお越しいただき大盛況に終えることができました。誌上を
お借りし厚くお礼申し上げます。

50回を迎えた記念の展示会でしたので、当社からも新製品をはじめ注目の機資材を数多く
披露させていただきました。デジタル印刷機から環境対応諸資材に至るまで、実に30数機種
にのぼりました。これらの中から話題を集めた製品を紹介させていただきます。

「KBD TEXTUR 3D HS」 あらゆるメディアに印刷が可能

エリア限定配信ツール「KBDエアーサイネージ」
「KBD InkFit」 は、印刷時のコスト削減

を目的に、独自のカラーマッチング技術を

適用した新しいインク削減ソフトです。

CMYKで構成される画像データを解析し、

最小のインク使用量で同一の色を再現でき

るようにCMYKの構成割合を変更するこ

とが可能です。インク削減によるコスト削

減に加え、乾燥時間の短縮や印刷機の汚れ

低減などで作業コストも低減できます。

【主な特長】
①色の変化を最小限に抑え、使用するイ

ンク量を最小とするCMYK の組合せを選

択することにより、インク削減量の最大化

を実現。②インク使用量を低減させること

により、印刷時のブレが少なくなり、安定し

た印刷が可能。③総インク使用量の低減に

より、印刷汚れの原因となる裏移りや裏抜

けの低減に貢献。また、印刷物乾燥時間を短

縮する効果も発揮。④印刷資材コストを削

減し、かつ、コントラストを強調する（シャ

ドーポイント濃度を高める）処理の指定も

可能です。

ンクジェットUV-LEDプリンターです。

CMYKに加えてホワイト・クリアインキ

の印刷がシングルパスで可能です。色の美

しさにおいては、白色は強く透明素材の裏

打ちに適し、クリアーはこれまでにない高

級感をもたらす仕上げを実現できます。ま

た、厚盛・隆起印刷においても、その立体的

な表現レベルは当然のこと、従来にないハ

イスピードで仕上がります。

【主な特長】
①高性能Color ByteRIP9により、C・

M・Y・K・W・W・CL・CL印 刷 を シ

ングルパスで可能。②最大解像度1440×

5760dpiの6色からなる印刷が、これまで

にない表現力と美しさを実現。③ADAソ

フトモジュールにより、厚盛・隆起印刷を

可能とし、立体的な表現を実現。④LEDセ

ンサーにより、152㎜まで自動で高さを

調整でき、高低のあるメディアに対応可

能。⑤フォトショップ、イラストレーター、

CorelDRAWなどの従来ソフトにも対応

可能。⑥印刷可能サイズは254×610㎜、⑦

機械サイズは838×610×1219㎜。 

「KBDテクスチャー 3D HS」は、色表

現／印刷スピードに優れたダイレクトイ

を届ける時代です。

「KBD エアーサイネージ」は、インター

ネット広告が隆盛を極める今〝リアル店舗

の新たな集客ツール〟として、情報配信の

手法を根底から変えるチカラを持っていま

す。スーパーでの特別割引やタイムセール

の情報、カフェやレストランでの限定サー

ビス、映画館での割引クーポン配信などな

ど。 〝来た人〟〝その場にいた人〟だけに、「特

別な情報」、「メリットのある情報」を直接届

け、来店者増〜売上UPへ繋げることができ

ます。

【主な特長】
①Wi-Fiを使った半径数10ｍ範囲のス

マートフォンをターゲットにしたスポット

エリア広告。②サービスエリア内でWi-Fi 接

続すれば、運営者が狙ったコンテンツへ自

動誘導。③様々なコンテンツ配信で販売促

進PRやポイントサービスが可能になる。④

サプライズを演出するサービスを催すこと

により来店者を増やすことができます。

従来の情報発信手法は、主に「不特定多数

の人に向けて“広く告げる”広告」が主流で

した。これからは、ピンポイントにターゲッ

トを狙い、その人だけにメリットのある情報 「KBDスーパー LEDインキ」は、省電力

UV印刷機に対応することに加え、油性用

からUV用への印刷機の置き換えニーズに

も対応する画期的なUV-LEDオフセットイ

ンキです。

従来、油性用からの置き換えによる色や

光沢の変化が課題でしたが、平滑性の向上

と流動性を高めることで光沢を改善。その

結果、油性インキと同等の仕上りが可能と

なりました。

材質としては、ノンVOCで環境性に優

■インク削減ソフト
｢KBD InkFit｣
エコプリンティングソリューション

■ダイレクトUV-LEDプリンター
｢KBDテクスチャー 3D HS」
隆起・厚盛印刷をハイスピード仕上げ

■エリア限定配信ツール
｢KBD エアーサイネージ｣
その時、その場にいる人だけに情報提供

■高感度UV-LEDオフセットインキ
｢KBDスーパー LED インキ｣
油性からの置き換えニーズにも対応

「あいちの印刷」誌上情報展
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新春機材展に出品、実稼動を
披露した「KBD XEIKON」

■NEWインキシリーズ
｢KBD機能性インキ｣
エディブルインキ／ブラックライトインキ／
ソーラーインキ

■高機能デジタルラベル印刷機 
「KBD XEIKON」シリーズ
3300 ／ 3030、3500 ／ 3050

れ、かつ、極めて短時間・省エネルギーでの

乾燥が可能です。また、LEDインキの懸念

事項であった地汚れ性に関しては、テスト

と改良を重ねた結果、十分な対応ができ、流

動性、キー応答性、耐地汚れ性、網点再現性

にも優れた新しいインキとして印刷の仕上

りに貢献します。

【主な特長】
①従来のLEDインキと比較して、光沢

性・流動性・硬化性に優れる。②コート紙、

上質紙、マットコート紙、コートボール紙な

どの一般紙のほか、ホイル紙等にも使用が

可能である。

美しい色、現実に近い色での再現は当た

り前になり、今や印刷物にはそれ以上の価

値を付加しなければなりません。それも、驚

き、感動するような意外性という価値です。 

新しいインキシリーズには、それらを提供

できる力があります。

【4つの機能性インキ】
□KBD エディブルインキ／コンスター

チや大豆でできたシートに食用色素インキ

で印刷。インキもシートも安心の国産品。

撮った写真をすぐに専用シートに可食プリ

ントができます。安心と手軽さが好評。

□KBD ブラックライトインキ（シルク

スクリーン）／（A）水性：テキスタイル用

の水性インキ。堅牢性を持ったブラックラ

イト発光インキ。（B）油性：インキを完全

透明化、今迄のインキは乳白色か淡く色が

付いていましたが、油性シルクインキは透

明化に成功。フィルムなどにも活用できる

発光インキ。（C）UV：UV硬化インキで高

耐候性を実現。今迄の発光インキに比べ数

倍の耐候性を持ち、屋内用途であれば十分

な年数使用ができます。

□KBD ソーラーインキ（インクジェッ

ト用ソルベントインク）／フラットベット

タイプのプリンターに搭載することで、新

たなノベルティーなどの制作が可能にな

り、活用範囲が広がります。

□KBD ソーラーインキ（シルクスク

リーン用プラスチゾル）／テキスタイル用

のシルクインキ。熱で定着させるので堅牢

度が保てます。

「KBD XEIKON」シリーズは、クラス最

高の生産性と驚くべき印刷品質を誇る高機

能デジタルラベル印刷機です。同機は、多種

多様な素材へ柔軟に素早く対応するための

多くの機能を持ち合わせています。

KBD XEIKONシリーズ導入効果とし

て、次の点があります。

（1）ジャストインタイム生産／製版工程

や版替えにかかる時間と費用を削減し、必

要な時に必要な量だけを印刷できます。

（2）多品種・少量に対応／少部数印刷に

おいてコストを抑えるだけでなく、納期を

短縮することができます。

（3）バリアブルデータ／宛名やナンバー

リングの文字・写真・イラストなどの画像

を、データ順に印刷することができます。

（4）バージョニング印刷／印刷物の内容

は同じでも、表現方法が違うバージョニン

グ印刷にも対応できます。

（5）ジョブの即時切替／異なる内容の

印刷物を連続して印刷でき、手間を省きス

ピードアップに貢献します。

【特徴】
〈1200×3600dpiの高画質〉
KBD XEIKONシ リ ー ズ は、1200×

3600dpiの解像度と各ドットが可変濃度

を持つ独自のスクリーニング処理により、

最高240線の網点でシャープな画像と微妙

な調子を忠実に再現します。

〈高品質の粉体トナー〉
KBD XEIKONシリーズは、独自の粉体

トナーを使用しています。新しい「QA-1」

トナーは、ラベルやパッケージ市場のため

に開発されたもので、耐光性や食品安全性、

環境上のメリットを持っています。

〈インライン濃度計による品質安定性〉
インライン濃度計を用いることで、自動

見当調整・自動濃度調整ができます。ジョ

ブ間、印刷機間で一定の色調を保ち、品質の

安定性を保証します。

〈業界最高水準の生産性〉
KBD XEIKON3300 ／ 3500は 毎 分

19.2mという業界最高水準のスピード

と安定性を実現（KBD XEIKON3030 ／

3050は毎分9.6m）。この速度と安定性は

1色印刷でも5色印刷でも変化することな

く、一定のスピードを保つことができます。

〈最大生産能力と実稼働率〉
最大生産能力は、3500で毎時594㎡、

3300で毎時380㎡あり、その生産能力を支

えるのは、長時間の連続運転にも負けない

頑強な設計とパーツによって実稼働率は

90％を誇っています。

〈フルロータリー印刷技術〉
可変リピート長を併せ持つフルロータ

リー印刷技術は、任意の等ピッチ印刷が可

能。ラベルのサイズに関係なく、連続印刷作

業時において異なるフォーマットやサイズ

のラベルも印刷できる柔軟性があります。

【仕様】
給紙・印刷方式：ロール給紙式、片面印刷、

色数：5 ／ 0、用紙幅：3300 ／ 3030＝200

〜 330㎜、3500 ／ 3050＝250 〜 516㎜、

長さ方向は無制限、対応用紙：厚さ＝40 〜

350gsm、一般印刷用紙＝上質紙、コート

紙、粘着ラベル、フィルム、不織布など。

㈱光文堂
〒460-0022 名古屋市中区金山2-15-18
TEL052(331)4111　FAX052(331)4691
http://www.kobundo.co.jp
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コニカミノルタビジネスソリューションズ㈱は、デジタル印刷分野において求められるハ

イレベルなニーズにお応えし、豊富なバリエーションをお届けしています。今回、「あいちの

印刷」誌上情報展の誌面をお借りして、新製品「bizhub PRESS（ビズハブ プレス）C1070/

C1070P/C1060」と2つの参考出品、29インチ枚葉UVインクジェット印刷機「KM−1」、お

よび、ロールラベル印刷システム「C70RLC」を紹介させていただきます。

■デジタル印刷の選択肢を増やす
オンデマンド印刷機

「bizhub PRESS」
C1070/C1070P/C1060

Multi−Role Digital Press
「bizhub PRESS」C1070/C1070P/C1060

コニカミノルタは「オフセット印刷との

共生」が、デジタル印刷の進むべき道だと考

えております。その上で必須となるのが、デ

ジタル印刷機のスペックを引き上げること

です。ここでご紹介する「bizhub PERSS 

C1070/C1070P/C1060」は、 そ の 目 的

を達成するために、一から築き上げたAll-

Newモデルのデジタル印刷機です。

エンジンと用紙搬送経路を新設計し、重

視すべきメディア対応力とその生産性を強

化。さらに、デジタルトナーや画像処理シス

テムなど独自技術を刷新することで、オフ

セット印刷に引けを取らない高画質を実現

しています。

デジタル印刷ビジネスの選択肢を増や

す「Multi-Role Digital Press」が持つ数々

の特徴を紹介します。

【高画質・高精度・安定性】
□美しく再現する高解像技術／高精細

な仕上がりを実現する1200dpiの高解像

度で、デジタルトナー HDEの再現力と相

俟って、微細な文字や細かな線はクリアに、

カラー画像も豊かな階調で美しく印刷でき

ます。また、各色8bitの多階調データ処理フ

ローを採用、1pixelの中で256段階の階調

が表現できます。モノクロ／カラーデータ

ともに1200dpi×8bitで処理しています。

□コンテンツに合わせて最適な品質で

印刷／解像度や粒状性が向上した新FMス

クリーン（1200dpi）は、モアレやジャギー

を一層抑えた滑らかな画像を再現します。

□クリアな文字を再現するアウトライ

ン処理／文字品質を向上させる精密なアウ

トライン処理機能を搭載。デジタルプリン

トで課題の線や文字のにじみ・かすれを低

減し、高品位なディテールを再現します。

□高い印字精度／新開発のレジスト揺動

機構を搭載。正確さが求められる断裁・製

本用の表裏印刷物の位置ズレを抑え、プロ

のニーズに応え得る品質に仕上がります。

□リアルタイム画像安定化制御／連続

印刷時に短いインターバルで画像安定性を

制御。中間転写ベルト上に作成された濃度

補正用パッチとドット径補正用パッチを

IDCセンサーで検知。2種類の濃度補正に

より幅広い濃度領域で安定した高画質を提

供します。

□オートリファイニング現像方式／ト

ナー補給と同時に新しいキャリアを補給

し、現像剤内のキャリアをリフレッシュし

ます。これにより現像剤の状態が安定し、高

画質の維持が可能となりました。

□オートキャリブレーションシステム

を強化／出力紙の特性に合わせ階調濃度を

補正する出力紙濃度調整機能。実際に使用

する用紙で調整を行ない、用紙特性にあっ

た正確な階調補正が可能です。補正値は紙

種別またはスクリーン別に15種類まで設

定できます。

【高生産性・メディア対応力】
□スピーディーに応える瞬発力に加え

メディア対応力を強化。フルカラー・モノ

クロともにC1070 /C1070P で毎分71枚、

C1060は毎分61枚の印刷スピード（A4サ

イズ）があり、紙質は、普通紙・コート紙、片

面・両面問わず62 〜 176g/㎡まで可能。さ

らに、1,500枚給紙可能な本体トレイに加

え、3種類の給紙ユニットで、最大7,500枚

（80g ／㎡）の給紙容量を確保しています。

□安定した用紙搬送力を実現した「サク
ション方式大容量給紙ユニット」、薄紙通
紙性を強化した「エアブロー方式定着分離
機構」を搭載。また、用紙をフル活用する
ためA3サイズのトンボ付き全面印刷、A4
サイズのトンボ付き2面印刷も可能です。
さらに、カールを補正する「ハイブリッド
デカール機構」を搭載しています。

□ハガキ印刷や封筒印刷（長3 〜角2サ

イズまで）をサポートしています。

【コントローラー・付加価値生産性】

□印刷業界の高度なカラーマネージメ

ントに準拠し、オフセット印刷と同じ基準

での色管理が可能です。

□高付加価値生産での収益性向上を図

る各種機能ををオプションでご用意。最大

50枚・200ページ（80g/㎡）までの小冊子

作成に中綴じ製本、小口断裁機能を標準装

備。最大300枚・600ページ（80g/㎡）また

は厚さ30㎜以下の平綴じ製本（くるみ製

本）、印刷と糊付け処理がインラインで可

能。DM作成に役立つ多彩な折機能では、

中折り・外三つ折り・内三つ折り・四つ折

り（ダブルパラレル）・Z折り・観音折りが

できます。また、2穴・3穴のパンチ処理機

能も搭載。フィニッシャーでは平綴じ、中綴

じの折り機能（中折り、三つ折り）を標準装

備。針カット付きステープルフィニシャー

では、機能拡張で中綴じ機、パンチキット、

ポストインサーターなどが可能です。

【環境負荷低減】
環境を守る知恵と工夫を凝縮し、サス

ティナブルスペックを向上。今日のビジネ

スに欠かせない社会貢献的視点を加味して

います。

「あいちの印刷」誌上情報展
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■通常印刷からパッケージ印刷まで
可能な枚葉UVインクジェット印刷機

「KM−1」

■小ロットラベルをワンパスで
処理可能なロールラベル印刷システム

「C70RLC」

デジタル印刷／加工システム
「C70RLC」

29インチ枚葉UV
インクジェット印刷機「KM-1」

UVインクジェット印刷機「KM-1」は、オフ

セット印刷機市場で実績のある小森コーポ

レーションとコニカミノルタとの共同開発

で誕生したデジタル印刷機です。

コニカミノルタは、デジタル印刷の創

世から培ってきた技術を基に、プロセス

やRIPのほか、UVインク、高性能インク

ジェットヘッド、画像形成システムなどを

開発。小森コーポレーションは、新たなシリ

ンダー配列や新型反転機構を開発し、定評

ある用紙搬送技術を取り入れています。デ

ジタル印刷機とオフセット印刷機で培われ

た技術・ノウハウを結集させて誕生したデ

ジタル印刷機です。

〈主な特徴〉

【用紙多様性】
□前処理・専用紙を必要としない独自

のUVインク＝UVインクは、高精細シング

ルパス印刷用途にコニカミノルタが開発し

たインクジェット用インクを採用し、印刷

本紙をはじめとした幅広い用紙に前処理な

しで印刷が可能です。さらに、メディアへ非

接触なインクジェットシステムで、凹凸感

のあるメディアへの印刷もできます。

□最大用紙サイズ＝標準B2よりさら

に大きい585×750㎜サイズで、用紙の活

用範囲を大幅に広げました。また、紙厚は

0.06 〜 0.6㎜（両面印刷時は0.06 〜 0.45

㎜）まで可能で、通常の印刷だけでなくパッ

ケージ印刷にも対応します。

【安定性】
□安定性を高める用紙搬送技術＝小森

コーポレーションの高度なオフセット用紙

搬送技術を採用し、精度の高い用紙搬送を

実現しています。また、UVインクを採用し

ているため、熱定着・乾燥によって起こり

やすい波打ち・カールの問題を解消し、高

度な見当精度を実現します。

□安定した印字品質＝UVインクは空気

乾燥しにくいため、ノズル面でのインキ乾燥

による射出曲がりなどのトラブルが出にく

くなっています。また、定着・乾燥に熱を使

用しないので、ページ間・ジョブ間・同一面

内でのムラ・色ずれの問題を最小限にしま

す。さらに、印刷スジはインラインセンサー

の搭載で自動補正します。

【高品質・高生産性】
□最新ヘットの搭載で、1200×1200dpi

の高画質が可能。コニカミノルタが保有す

るエッジ処理機能により、シャープな文字

再現性が得られます。

□毎時3,300枚の高生産性（両面印刷

1,650枚）で、版不要、色調整などの印刷準備

時間も大幅に削減し、UVインクを採用し

ているために乾燥時間は不要です。

【両面印刷・バリアブル印刷】
□小森コーポレーションの高度な反転

技術を採用。バリアブル印刷も可能です。

最先端のデジタルテクノロジーにより、

オンデマンド印刷の新たな価値を創出する

のが「C70RLC」次世代プリンティングシス

テム。フルカラーデジタル印刷とレーザー

加工システムにより高付加価値に対応。

【主な特徴】
□1200×1200dpiの高解像度＝コニカ

ミノルタ製プリントエンジンは、オフセッ

ト印刷品質を追求した画像処理と超微細乾

式トナーの採用により、細文字や細線も高

度に再現。豊かな階調とシャープな画質、安

定したカラー出力により品質に厳しい市場

ニーズに対応します。

□レーザー加工システム＝高精度のレー

ザー加工システムをインラインで搭載。抜き

胴、抜き型を一切必要とせず、完全無版、完

全デジタルでのバリアブル加工を可能にし

ています。ジョブ替え時間の短縮だけでなく

抜き型費用をゼロにし、ランニングコスト削

減に大きく貢献します。

□ワンパスでのフィニッシング＝全長

4m×奥行1.5mに収まる省スペース設計な

がら、給紙〜デジタルプリント〜レーザー

加工〜巻取をワンパスで行ないます。小

ロットのジョブを如何に効率よく行なうか

が鍵となる印刷現場で能力を発揮します。

【仕様】
印刷方式：乾式トナー電子写真方式、最

小用紙幅：140㎜、最大用紙幅：330㎜、最

大給紙ロール径：500㎜、最大巻取ロール

径：500㎜、用紙厚範囲：60 〜 250μm、

最大運転速度：毎分9m（ロールtoレーザー

加工/ロール）、毎分18m（ロールtoロール）。

コニカミノルタビジネスソリューションズ㈱中部営業所
〒460-0008 名古屋市中区栄2-9-15三井住友海上名古屋しらかわビル
TEL052(229)4624　FAX052(229)4622
http://www.konicaminolta.jp/odp
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富士フイルムグローバルグラフィックシステムズ㈱が誕生し1年が経過しました。新生

FFGSは、これからも「i-Vision Wing」の拡充を図りながら、総力を挙げて業界の発展に貢献

できる商品やサービスをお届けしてまいります。ご期待下さい。

今回、「誌上情報展」をお借りしてご紹介したいのは、「つかむ・つなげる・つくりだす」、そ

して、「ひろげる」をキーワードに、「売上2倍×利益2倍」を実現するXMFを中心としたワーク

フロー変革です。FFGSワークフローがいかに企業経営の力になり、利益をもたらしてくれ

るか、その奥義をご披露させていただきます。

□つかむ＝クライアントの心をつかむ、

仕事をつかむ

利益アップの成功の鍵となる一つ目は

「つかむ」です。クライアントの心をつかむ、

仕事をつかむ先は、企業とは限りません。

印刷の新たな受注形態として普及が進んで

いるWeb to Printを活用すれば、一般の

コンシューマも新たな顧客として開拓でき

ます。ただし、Web to Printは手間・暇を

かけて取り組むべきものではありません。

営業レス・制作レスで受注を獲得し、その

上で、発注者の満足度を高めることができ

なければ、本当の利益アップにはつなが

りません。FFGSのオンラインテンプレー

トパブリッシング「iAutolay Magic」なら、

印刷会社が作った高品質なレイアウトを、

企業の印刷発注者やコンシューマが手軽に

編集することができます。

発注者にDTPの知識や技術がなくても、

非常に精錬されたデザインの名刺やDM,チ

ラシやパンフレットが制作できるというこ

とは、同じWeb to Printサービスの中で

も、大きなアドバンテージになるはずです。

クライアントに対する新しい提案で、

お客様の心をつかむ。自社や協力会社のデ

ザイン力を結集して魅力ある受注サイトを

作り、コンシューマの心をつかむ。FFGS

ワークフローはこうした仕事のフィールド

を拡げ、売上倍増に貢献します。

ー成功の鍵ー　■DTP知識のないお客

様でも、Webブラウザ操作で簡単に、高

品質な印刷物が制作できる。■Web to 

Printでも発注履歴やデータが保存できる

ので再発注も簡単確実。■新たな受注の仕

組みを提供することでクライアントとの信

頼関係が強化できる。

□つなげる＝クライアントと営業をつ

なげる、社内の各セクションをつなげる

利益アップへの成功の鍵となる二つ目

は「つなげる」です。つなげるには二つの側

面があります。一つはクライアントと営業

を深くつなぐこと。もう一つは社内の各セ

クション同士を自由自在につないでいくと

いうことです。ここで重要なのは「プロセ

スの改革」を進め「印刷の事故ゼロ化」を追

及し、「管理の一元化」を図りながら社内の

全部門、あるいは、自社とクライアントと

をシームレスに「つないでいく」ということ

です。

例 え ば、Webポ ータルシステム「XMF 

Remote」によって、Webを活用した校正・

確認・認証システムを有効に活用すること

で、これまで営業が自ら足で動いていた校

正のやり取りなど、「顧客対応に関わるルー

チンワーク」が大幅に減少し、その分、営

業本来の仕事である新規顧客の開拓にも

力を注げるようになります。また、「XMF 

Remote」のデジタル検版では、リップ済

みのデータ同士を比較するので違いは一目

瞭然。しかも、必ず最終校了版を下版しま

すから、印刷の事故ゼロ化につながり、ク

ライアントからの信頼もアップします。そ

の安心感が仕事の継続的な発注につながっ

ていきます。

つながる効果のもう一つは、例えば、

ipadを使って、いつでもどこからでも担

当ジョブの進捗を確認できますので、工程

の壁も拠点の壁もなくなり、全部門全ての

ジョブを一元管理することができます。仕

事の滞留がなくなり、納期短縮と利益拡大

につながるということです。

営業の効率化と顧客の満足度アップ、

この一見相反する課題を同時に解決するの

が、FFGSワークフローのつなげるという

アプローチです。導入して初めて分かるこ

の変革力の大きさを、皆様も是非実感して

いただきたいと思います。

ー成功の鍵ー　■クライアント対応に

関わるルーチン作業を削減し新規顧客の開

拓活動にシフト。■ヒューマンエラーをな

くし顧客から信頼されることで継続的な発

注につながる。■ipadの活用で工程間の

壁をなくし全部門のジョブを一元管理。

□つくりだす＝付加価値をつくりだす

利益アップとなる成功への鍵の三つ目

は「つくりだす」です。つくりだすのは付

加価値です。次世代ハイブリッドワーク

フロ ーシステムFUJIFILM WORKFLOW 

XMFは、今までのワークフローとは別次

元の自動化を実現し、製造現場の生産効率

を大幅にアップさせることができます。「し

かたがない」「こんなものだ」と諦めていた

ルーチンワークをなくし、人に依存してい

た作業の標準化が可能です。その結果、現

場に新たな時間がつくりだせる、というわ

けです。そして、品質の維持に欠かせない

色管理においても、XMFの、より簡単・確

実に標準カラーを維持できるクラウド型の

CMSにより、一段と安定した品質をつく

りだすことができます。

安定だけではありません。オープン性・

信頼性に優れたFFGSの「Finished PDX

／ X」が、外注先へのデータ渡しや在版デー

タの再出力時に、印刷事故のない安心・安

全をつくりだします。つまり、FFGSワー

クフローは、製造現場に時間・品質・安心と

いう大きな付加価値をつくりだし、利益拡

大の筋道をつけてくれる、というわけです。

ー成功の鍵ー　■ルーチンを削減し作業

の標準化を実現することで製造現場に「新

たな時間」をつくりだす。■簡単・確実に標

準カラーを維持し「一段と安定した品質」を

つくりだす。■出力RIPが変わっても印刷

故障のない「安心・安全」をつくりだす。

こうしたワークフローの変革には、「つ

かむ」、「つなげる」、「つくりだす」の先に、

もう一つ「ひろげる」という重要な役割があ

ります。

□ひろげる＝対応するデバイスをひろ

げ、仕事の幅をひろげる

利益アップとなる成功への鍵の四つめ

は「ひろげる」です。ひろげるのは、実際の

印刷物製造のバリエーションです。CTP

出力やJet Press出力をはじめ、ワイド

フォーマット、フレキソ製版システムなど、

FFGSワークフローは、魅力ある対応デバ

イスをどんどんひろげ、仕事の幅もひろげ

ていきます。そして、目に見える数字でトー

FFGSのワークフロー改革で

「売上2倍×利益2倍」

「あいちの印刷」誌上情報展
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XMF ACTIVATION
全ての機能はクライアントの満
足度を高めるために。紙媒体の
需要を活性化していくために。

XMF FORMATION
入稿から出力まで、フロー全体を最適化。デジタ
ルプレスとオフセット印刷との使い分けも自在。

タルなコストダウンを実現し、利益を拡大

しながら企業の未来をひろげていきます。

実際に、これらのワークフロー変革に

よって㈱売上が2倍に伸びた㈱㈱利益が2

倍にアップした㈱という具体的な事例も

上ってきています。

クライアントの心をつかみ、売上をアッ

プしながら徹底したコストダウンを図り、

全体の利益を上げていく。こうした相乗効

果により、FFGSワークフローは企業の体

質を強化し、厳しい時代に新たな成功を生

み出し、その成功を次の成功につなぎ拡げ

ていきます。

新規顧客獲得、既存顧客からの受注品目

の拡大により「売上2倍」。プリプレス工程

圧縮とともに営業効率向上により原価低減

で「利益2倍」の事例。

■営業部門のメリット
【新規顧客獲得】XMF Remoteを活用す

ることで、「いつでもどこでも校正、検査、承

認システム」をクライアントへ訴求可能。

ⅰAautolay Magicなどの活用による新

規サービス開拓。

【移動時間の削減】XMF Remoteによる

進捗管理、Web承認で、営業が費やしてい

た移動時間を大幅削減。これにより浮いた

時間で別のジョブ対応が可能に。

ー事例A社ー

○20社／年の新規顧客獲得。○見積り金

額が2番手、3番手でもRemote運用のメ

リットにより受注できるようになった（価

格攻勢に巻き込まれない）。○内校が70％

削減。

ー事例B社ー

○20社／年の新規顧客獲得。

■製造部門のメリット
【製版、刷版の工数削減】XMFのビルトイ

□FFGSワークフロー

「売上2倍」「利益2倍」の事例

■XMF SYSTEM LINE UP
多彩な先進峡を網羅したオールインワ

ンモデルを始め、機能を絞り込んだベー

シックモデル、より戦略的な運用をサポー

トするWebポータルや自動大貼りシステ

ムなど、幅広いラインアップに中から目的

に合ったシステムを選択し組み合わせるこ

とで、最適なワークフローを構築できます。

［XMF Complete］
XMFの先進的な機能を全て搭載した

オ ールインワンモデル。10クライアント

アカウントを標準で搭載しており、面付け

作業や出力変更などの処理を複数のオペ

レータが同時に行なえます。

［XMF Smart］
主要な機能を幅広く網羅しながら導

入 価 格 を 抑 え たパフ ォ ーマンスモデル。

クライアント 数 は2アカウント。XMF 

Completeと同様、XMF Remoteへの接

続も可能。

［XMF Remote］
XMF Complete ／ Smartと 連 携 し、

データ入出稿・校正・承認のプロセスをイン

ターネット経由で実現するWebポータル

システム。クライアントや協力会社との間

で新たなコミュニケーションインフラを構

築できます。

［XMF Processor］
RIP機能を主に必要とされる顧客向け

のベーシックモデル。最小限のコストで

最新APPEによるRIP処理や高度なカラー

マネージメント機能が活用できる。XMF 

Completeへのアップグレードも可能。

［XMF Gateway］

1bit TIFFを受けてCTP出力するための

ン面付け・大貼りによる製版、刷版部門の

統合が可能。サイズ違いのジョブも1テンプ

レートでカバー。また、自動ページセンタリ

ング、印刷機と連動したアクセサリー付加

などによる前処理・面付けの効率化を実現。

【端物付合せのコストダウン】
XMF PlannerとMIS連携により、端物付

合せの設計時間を大幅削減。

【検版時間の削減】　XMF Remoteの自

動検版機能により、修正箇所の一元把握が

可能。

ー事例C社ー

○プリプレス工数70％削減、○面付けテ

ンプレート数1 ／ 3。

ー事例D社ー

○プリプレス部門200人から100人に、

残りを営業・デザイン部門へ。

■部門間コミュニケーション

【情報の一元管理】XMF Remoteを活用

することで、社内の部門間での情報共有、一

元管理が実現。仕事の進捗がいつでもどこ

からでも確認が可能。

コントローラー。CTP出力用途に特化し

た信頼性の高いミニマムなXMF。

［XMF Planner］
MISや受注システムから取得した受注

情報に基づいて自動で大貼りを行なう。

XMFのサブシステム。Web受注や多品種・

小ロット印刷における版面設計作業を大幅

に効率化できます。

富士フイルムグローバルグラフィックシステムズ㈱
〒106-0031 東京都港区西麻布2-26-30

富士フイルム西麻布ビル
TEL03（6419）0300　FAX03（6419）
http://ffgs.fujifilm.co.jp
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 ㈱キングコーポレーションは創業以来、紙製品のパイオニアとして各種紙製品の製造・販

売を手掛けてまいりました。また、システム・OA機器などの提供も行なう中で、お客様のお

役に立てることをモットーに貢献しております。現在、24時間対応のWebアプリサービスを

行なっており、“キングをもっと身近に”感じていただけるよう務めております。今回、誌上情

報展において、より便利に、より進化していますWebサービス「印刷データ入稿システム」を

ご紹介させていただきます。

■用途別文例集のテンプレートを掲載
NEW 「 ビジネス 文 例・ 名 刺デザインパ

ターン集」

■Webでオリジナルの封筒作成
「別注封筒見積コーディネーター」

■Webでオリジナルの封筒作成
「別注封筒見積コーディネーター」

■画面上でカタログを閲覧

「デジタルカタログ」

■無駄なく簡単データ入稿
「印刷データ入稿サービス」

■既製品の発注に　
「既製品Web発注」

ビジネスに欠かせない挨拶状やお礼状・

招待状の文例パターンのテンプレートがボ

タン一つで手に入ります。

イラストレーター・ワードでも、編集可

能なテンプレートもダウンロードが可能

です。文例に最適な用紙・封筒なども合わ

せて紹介しています。さらに、商品コーディ

ネーターですぐ発注が可能です。

http : //www.k ing -corp .co . jp/

ablogcms/bunrei/ 

1000種類以上のキングの商品の中から

希望の商品を簡単に検索できます。

チェック項目を絞り込みで商品を楽々

検索できます。また、紙質や仕様からもキー

ワード検索で可能です。

http : //www.k ing -corp .co . jp/

coordinator/ 

オンラインで簡単に既成商品を発注で

きます。お気に入り検索でリピートはもっ

とスピーディーにできます。

欲しいときにすぐ発注。24時間対応で

す。繰り返し発注ならお気に入り登録で

楽々行なえます。

http : //www.k ing -corp .co . jp/

touroku/touroku-form.php

項目に入力するだけでオリジナル封筒

が簡単に作成できます。

オリジナル商品だからこそみて確認がで

き、しかも、楽々操作で見積依頼ができます。

インターネット環境があれば、いつでも

どこでもカタログや商品チラシをご覧いた

だけます。

付箋を付けて後でチェックができます。

サイズ・表示マークは別窓に早見表でわか

りやすく検索機能も充実、キーワード検索

もできます。画面イメージを欲しい所だけ

簡単印刷。PDFデータも提供、提案資料や

メール送信に利用できます。

http : //www.k ing -corp .co . jp/

digitalcatalog/index.php 

封筒・カレンダー刷り込みなどの印刷

用データをWeb上で入稿していただく

サービスです。

CD、MOのメディア不要。無駄を省いて

スマートに入稿ができます。最大100MB

まで送信可能。最大2年間のデータ保存。

履歴管理機能付き。リピート検索で簡単リ

ピート発注。バナー広告などはありません。

（本システムは登録制です。詳しくは担

当営業にお尋ね下さい）

【環境対応製品】
○エコパックメール／簡単分別・再資

源化ができる環境対応クッション付きエコ

封筒。印刷（加工）ができ、広告宣伝に最適。

独立気泡緩衝材エアセルマット使用、これ

により封筒が破れても中の商品を守りま

す。

○薄型名刺ケース／ 4号名刺ケースは環

境にやさしいPET素材を使用し、資源ごみ

として処分が可能。

○環境対応封筒／古紙100％で作られた

封筒、間伐材を使用した封筒、分別の手間を

無くした紙の窓材を使った窓明封筒など、

エコ商品を多数取り揃えております。

http : //www.k ing -corp .co . jp/

ordermade/■Webアプリサービス
印刷データ入稿システム

「あいちの印刷」誌上情報展
キングコーポレーション

㈱キングコーポレーション
〒460-0002 名古屋市中区丸の内3-7-23
TEL052（961）7661　FAX052（961）7662
http://www.king-corp.co.jp/
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